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主な内容
平成15年度長浜町の財政

国民年金

インフル工ンザ

いんふぉめーしょん
保健センターからのお知らせ

二輪車のリサイクルシステムほか

人権作文

文芸 ・投稿コーナー

ルポ
歳ですほか

戸籍・長浜嵐ほか

秋晴れのもと長浜町スポーツセンターで

第23包幼児まつりガ開催されました。
(12ページに関連記事)



財政状況の公表

長浜町 財政
長沢町「財政事情」の作製及び公去に|勾する条例

により平成1551ご1交の財政状況を公表しま;

平成1til10月長浜町長西田洋一

，A  
A 計コ

[入ったお金(歳入)I 
地方譲与税
93，111千四(1，4%) 地方消費税交付金 79，025千円(1.2%)
諸収入
105，393千円 (106%)

分担金及び負担金
522，406千円(7.8%)

町税
675，263二千円
(1001%) 

国庫支出金
863，362千円
(10.3%) 

町債
1，109，022千円
(16.6% ) 

地方債残高

~一一 IR 5} 1ft瓦ザ戸ii TF'I) 
般会言什6I 8，453，813 

4t道事業会副 18I l，[J7ti，884 

「叫日一jJ 山
簡易水道事業特別 I 11 
住宅新装資金等
貸付事業特別会言

土 j也取得特別会計

l地医|白l持理事手長特別企n-:

L 一一一 T1j 

地方受付税
2，434，455千円
(36.5%) 

2J日止

歳入 6，670，723千円、歳出 6，359，412千円で、差し引き 311，311

千円の黒字となっています。この中には、翌年度へ繰り越した事

業の財源35，221千円が含まれており、これを差しヨ|し¥た 276，090

千円が15年度の実質剰余金になります。

町 収入 675，263千円
十一一→~

o 100 200 300 400 (百万円)

同定資産税

町民説

たtfこ千え

軽自動車税

"'G 
1世帯当りに

慎われた町の金

1，783子円

1世帯当りが
負担した町税

189千円

町有財産
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国民健康保険i亙常診境所「

民} J三算額 13，806 r円 1
IコUeili 収入品館 13，071千円 j
、mJlIJi支11'，凶川千円

長 ヲI 0千ドl

港湾施設事業

予算額

収入済額

支出流精

左引

簡易水道事業

pc， ，予算額
r -u 収入済額
I ~ 111ミ 支出 ì/~ '~l[l 
1((よ担当 差 51 

54，695千円
51，0961円
刷、096千円
。千円

「住宅新築資金等貸付事業「

1晶子算仁川1
1 収入済額 13，955TrJ I 
~ IH 支出 i立百 1~ こ~，~千円!
i j 差 リ c千円 i

人保健

予算額 1，673，377千円
収入済額 1，673，369千川
支出済保 1，673，369千円
差 引 0千円

l言111Jf!?日
商品券

_./¥予算額

~芸品収入済額
j-ばど翠支出済額
97---_~ ;~引

66，51品千円
66，516千円
63，188千円
3，328TI'J 

介護保険

府(予算額州69千11J
4官主留にぷ 収入1斉相 671，808千円
ビヨト叩支出済組 639，:125千円
恒以/去引 32，383ー[円
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議会費
76，315千円 (1.2%)

消防費
165，891 千同 (2.6%)

土木費
625，084千円
(9.8%) 

公債費
1，007.164千円
(15，8%) 

¥く 公債費
1，007，066午円
(15.8%) 

資斗、ぷJ収入額が資本的支出領に不足
する額100，045千円は、当作浸分消費
税資本liei収支調整主H:1 ， 542 千円、，;_I~ 年
度分t~l-~，~勘定留保資 fj三浦，503二T 円三補

てんした。

商工費 64，308千円 (1.0%)

災害復旧費 30，107千円 (0.5%)

人件者
1，234，697 +月
(19.4%) 

/
/
間半
/

費
日
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生
山
口

/

民

日

(

会計

資本的収入績が資本都J支n¥額に不足
する穏7，631T 11J i立、過年度分損主主勘
定留保守合7，631'1，11j，ご補てんした
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松山年金不自談センターのご紹介
~あなたの年金に対する相談にお答えしまgO~

警護年金をもらうにはどうした窃いいめ?

豊富年金め額が知りたい

盟主事金を納めた期闘が知りたい

重量年金を受{すている方の手続蓄など

国民年金や厚生年金保険について社会保険事務所と同じ内容の相談がで

きますじお気日にお越しください。

[所在地] fí~山市一番町 3 丁門 3 の 3

{寵話番号]089園947-9888

〔相談受付時間]午前8時30分~午後 5時

国〕士、目、祝日、年末年始

会プライバシーを守るため、電話での相談はご遠慮ください。

古年金相談にお越しのときは、基礎年金番号が分かるもの(年金手帳・年金証書など)を

ご持参くださL、。

古代理の方が相談なさる場合は、本人の署名押印のある委任状をご用意ください。

松山年金相談セ

菅井ヱッセイビル2階
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" ¥病気を予前!) 

すうヲr&長究目立
骨骨鳥時閉龍

d.e eia会............_九九J
~- JLd 

ず轟持続

1 .インフルエンザの予蹴
インフル工ンザは、わが国最大の感

染症で特にお年寄りの場合、かかると

重症化しやすく死亡例も多い病気です。

そこで予防の基本となるのは、流行

前に予防接種を受けることが世界的に

も認められている最も有効な子防j去で

すc

インフルエンザ、は空気中に拡散され

たウイルスによって感染しますから、

感染予防のためには、人込みは避けま

しょう。また、 十分な栄養や休息をと

り、外出時のマスクや帰宅時のうがい、

手洗いは、昔通のかぜの予防と併せて

おすすめしますコ

2.イジフJl:工ンザ予防接璽ω高効蟻
インフルエンザ予防接種は、わが国においても高

齢苦の発的防止や特に重症化防止に有効であること

が確認きれています。

65歳以上の高齢者に対して行った調査では、チi応
接種を受けないでインフルエンザにかかった人の34

%へ〆55%は、予防接種を受けていればインフルエン

ザにかからずに済んだこと、また予防長積を受けな

いでインフルエンザにかかって死亡Lた人の82%は、
予防接種を受けていれば死亡せずに済んだことが報

告されていますハ

なお、予防接種を受けてからインフルエンザ、μ対

する抵抗力がつくまでに 2週間程度かかり、その効

果が十分に持続する期間は約 5カ月間とされていま

すc より効率的に有効性を高めるためには、毎年イ

ンフルエンザが流千 Jする前の12月ごろまでに接種を

受けておくことが必要です。

命丈?なら話い売さめのポイント

@ウイルスr:対する予賠
令人込みのなかは

できるだけ避けるo

e外から帰ったら
手洗いこ、

うガ、いを。

-5-

②晶君、んかそろ体調を言語える

。食事はバランスよく

とるO

e休養・睡眠を
十分にとる。

通富島
④ガらだや皮揮を鍛えてお

命運動を心掛け¥

体力をつけるO

.厚着をしすぎず

適度なうす着を。



端倣脚抵臨時邸主髄醐縦料品ぷ:淵搬鱒蹴醐糊制御臨~;:~古田蹴記託研嘩暗記こうし 1ったハガキや封書が

3こん窓ノ¥jj・::!F{Zご主意 f 多数郵送されています!

運動民然、雪量絡通知書というハガキガ届い定!
{可らかの名簿を元に不特定多数の人に送り付け、金をだまし取ろうとす 最終通知書
る架空請求の日 iです。

勝このよう砿八方、キがきたら
-こちらから連絡をせず恥促すること。(連絡すると利子に個人情報を知

貴殿がご利用された

電子通信料金が来納で

すので至急ご連絡<jと、
られてしまいます

-身に覚えのないものは、 一切支払わないこと。
さL'o

-これ巳の手円で、実際に業者が取り立でに米たり、裁判を起こされたり、
連絡なき場合i立、裁
判手続きまたは給与差

し押さえの強制執行を

させていただきます。

給与を差し押さえられた事例はありません。

-このような業者からのハガキの現物を、愛媛県生活センターホームペー

ジで公去しています。 http:/う/WW¥v. pref.ehime.jp/ ecc/index.htm 

U高費生活に関する相談窓口]
連絡先関...…

00債権凶収センター
長浜町企画調整課覇工観光係(宮 111<内線380 39) )また拡 八幡浜

地方崩〈らしの窓口(・24圃3700)まで。

域社会をつくるため、全国一斉に犯罪や吾此ロ災害を未然に

防止する「地域安全逼動」を!民闘します。 防犯の基本的な心

和之は、自分自身で身を守るという強い意志と姿勢です〕最

近、大洲警察署管内では、車「‘jノAらいや空き巣の被害が多発

しています。日ごろから、家や中ーの鑓は必ずかける、貴重重品

は身につけるなどの防犯に心掛けてください。

また、 10月1211から20日までの問、アクトピアA.iJ↑!庖5階
特設コーナーにおいて、子どもたちが趣向を凝らし作成した

防犯ポスターを民不します。ぜひお立ち寄りください。

~大洲警察署~

1寧事麟臨:担主毘鴎活蹴5脱読贈註滋溺E揖臨誼都E鏑記硲岳岳叫，;:;:'蹴抵暗手調a調溜臨醐誼班宮謂持繍溜草蹴詑掠蹴蹴臼獄欄守咽麗鴎蕊翻溜蹄

j f初》苦ξ一必¢£命/傍4窟嘗のζ鼻案奪丹
カモミールの会は、不軽でj品む;与を対象に、同じl前みを抱
える人が集い、;ら、見・情報交換を行うおしゃべり，11心の会で

す。お気軽にご参加ください。

〔自時】 10月 30 日(士)午前1011寺 ~12時

[場所1愛嬢県健康増進センター
(松山市末広町1-1 県立中曳病院西降り)

〔内容]+参加者|司士のフリートーク .男性同士のフリー

トーク ※専門医師もフリートークに参加します。

〔申し込み方法]専用ダイヤ)レ(盟089田998-7117)へ、月曜日

から上曜日の午後1時から 4時の間にお中し込みください。

[申し込み締め切り]10月23日(土)

~愛媛県健醸増進センター~

建設現場で帥〈方々の退職金は安

うで・確実・有利な「珪退共制度jを

おすすめします。

建設事業主の皆さまヘ〉
合申し込み子続きは簡中です。(加入

時に経費はかかりません。)

大経常事項審査で加点されます。

女掛金は全額非課税で国が一部を柑i

WJします

く建設現場で働く皆さま
女建設業退職金共済手帳を持ってい

ますか?

大事業主が変わっても退職金は通算

して計算されます。

昌平しいお問い合わせ先]独立行政

法人 勤労者退職金共済機構建退

聖媛県支部(曾089-943・5406)まで。

-6 



部容奇麗麗誕盟強襲盛謡選議竪謀議錦亭語部路頭意書世括部:.:.:~

ES フレーフレー 1

重曹克や介護{こ 020テレ
室フ才ンをご利爵ください

「仕事も育児も両立したい!J 
「介護が必要な家族がいるけど

どうすればいいの?Jごんな場
合の育児。介護・家事の情報ホッ

トラインとして、 2]I吐紀職業財

団では、 120 2 0テレフォン」

を開設しています c 保育所への

送迎や、急、な残業などに子ども

を預かつてもらえる[保育サボー

ター」の情報も提怯じています。

(情報提供は，1!11;料)

同盟談呂時1月曜日から金曜日 で。
(祝日をく)の午前 9時半か

ら午伎4時千

〔電話番号]089-934聞2020
~ (財)21世紀職業財団愛

著書所~

…

営
、b

酬

の

付

加

問
一
ヰ
お

出

足

匂

側
弘
津鉛

愛媛労働局では、県内すべて

の労働者に適用される「愛媛県

最低賃金jを改正し、 10月 1LJ 

オら施行することとしました

この決定により、 10月 1日以降

分として労働者に支払う賃金は、

1瞬間引 2円以上としなけ
ればなりません

〔詳Lいお問い曾わせ先]愛嬢

労働屑 (B08盟・935・5205)、八

幡通労働基準監督署(告0894-2

J翠1011雪仕事と です

急速な少子化の進行に伴い、仕事と家庭の両立支援と働き方

の見直しは重要な課題となっています。

厚生労働省では、紅年10月を「仕事と家庭を考える月間」と

定め、仕事と家庭の両立について、社会全般の理解を深めるた

めの特別活動を全国的に展開しています。

国標
※男女ともに育児休業等を取得しやすい環境の整備促進

※仕事と生活のパヲシスのとれた働き方の実現μ向けた取り組

みの推進など

く月間行事>1仕事と家庭生活の両立を考えるセミナー」
(11/26 松山市)

先]愛嬢皆(動長奇璽思【お聞い (台関与935-5222) 

~~:園料諮排除器棚器錨詰糊誕符~~字詰臨:::~百幹事臓がお援::::::~~繍蔀綿綿沼崎時期臨::刊誌:::::認糊#拝見::::.. :::詫臨時~~臨時:臨時開

志社長さん あなたの義務です 妻子宮易保険
も ~月は「労働保険適用促進月間J

厚牛会労働省では、 10月を「労働保険適JiJ促進月間JJと定め、
全国的に労働保険(労災iJi民・雇用保険)の末手続さ事業所の
解消仁努めています。

[労働保険についてのこ相談園

働保隣徴収室(借関与935・5202)、
署圃 J，ローワークま '-0

せ先]愛嬢労働罰

最寄りの労働基準監

新 fU です ~長浜町立図書館~

書名

O命いっぱいに、恋
o 1天の恵J騒動記

著者

朝霧 裕

小林 千枝子

ン
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出
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議襲 G)i露間

j婁F容する前iこは添付文書(能書)をよぐ読む
i利J丈書には、使用方法-使用量・効能・効果のほか使用上のit虫、副作用などについて書いてあります。
必ずよく読んでから住用し、読んだ後も大切に保管Lておきましょうぐ

薬の作JIJは、使用量と沫い関係がありますので、自分の判断で使用量や同数を増減し

てはいけません。たくさん飲めばよく効く、速く効くというわけで、はなく、決められた

量以上に用いると体に好ましくない反応(副作用)が出る場合があります。また、決め

られた棋の服用時間を守りましょう。

薬の服用時間

食前:食事心およそ30分前 食後・食事のおよそ30力、後

食間:食事と食事の間(食事のおよそ2時間後) 頓服 痛み、熱など症状のある時

医按機関で処方された薬を、症状が似ているからと処方された人以外の人が使I[Jするのは危険ですからやめましょうの

服用方誌を守りましょう。

コップ1杯程度の水またはぬるま湯で服用する。

;夜斉1](土、薬の成分を均等にするためによく振って、 l回量を計量器で、量ってl服用する。

飲み合わせ(相互作用)iこ注意を

複数の薬の飲み合わせによって作用が強く現れ、思わぬ[i川午用を生じた

り、劫き方が出くなったりすることがあります。複数のJi与を使用する場令

は医師iベコ薬剤師に相談しましょう。

特に高齢者は様々 な州気にかかっていることが多く、複数の誌をfJi:吊す

る機会が増えます。また、加齢によって身体機能が低下するため、薬が噴

く効きすぎてト副作用が起こりやすくなります。体調の変化を感じた時は円

分で判断せず医師や薬剤師に伝えて判断を仰ぐようにしてください。

薬の1塁審状態にさ注意しよう
子どもの誤欽事故を防ぐため仁、子どもの子の尉かないところに保管

しましぶう。また、直射日光の当たらない涼しい場所で保管しましょう c

別の容器への移し変えほ内容や使い方がわからなくなり誤用や宇故のも

とになるので[[-.めましょう。

有効期限の切れた薬は処分しましよろ。医療機関で処方された莱l土、

そのときに寵い切るのが基本ですが、残ってしまった場合は、使用期限

にかかわらず処分しましょう。似たような症状が現れた際に自分の判断

で使用するのは危険です。

日曜・祝祭日の当直医
(10月 15日 ~11 月 14日)

l池田医院(東大洲)

10月17日目iTii品見院(東大洲)
ft24-4551 

清家産婦人科医院(東大洲)
愈 24-6868
大洲中央病院(東大洲)
怨 24-4551

泉内科(東大洲)

10月31日間 l矧諸説院(東大洲)
愈 24-4551

松元麓婦人科医院(中村)

1什1月 3日ω|詰紅戸孟説E!長大洲
霊密宝2目4-5叶10印1 

石川内科(若宮)
fi24-3306 
大洲中央病院(東大洲)
ft24-4551 

:小)[1整元外科(三の丸)
[ ft23←日96

11月14日制i忌モ32F胃腸科(fu兵)
|大;州中央病院〔東大洲)
I fi'24-4551 
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ニ講重量ぐ持一 電#(j議問骨イ"，1，.る見守遺品官、
10甫2島事長"え争中ト!

近年、不法投手長されるバイクが社含問題化してい空すが、国

内二輪製造事業者4社(本国技研工業側、ヤマハ発動慌州、ス

ズキ(捕、川崎重工業制)は、輸入事業者11社とともに、平成16

年10月1日より自主取り組みとして、二輪車のリサイクルシス

Motorcycle R官リ仁ling テムの運用を開始しました。

麗言葉ニ輪車販扱蕗 日|き酌り対象車両}卜記の「対象外車問」以外の車両

[引き取切対象外車両}サイドカ一、 ATV (パギー車)、電動

キックボード、 ξニカ一等

『リサイクル
※りサイク)(.，.のシステム、料金など詳しぐは しよう!n 
ニ齢車リサイクルコールセンターまで。

<受付時間> 午前9時半~午後5Rj (土・円。祝日・年末年始を除く)

<電話番号> 03-3598-8075 
くFAX番号> 03-3903-3487 
<ホームページアドレス>http:/グWWW.ピ，ijarc.or.jp/

パJし開催。〉ごZ程調~
青年の家は、今年で閉所30周年を辿えますc 例年の内容に加えて、特別講演・特別民示を

行います。地域の皆きんのお越しをお待ち Lています。

〔由時]10月23日(土j午前10時~午後3時

[場所j国立大前|青年の家(大洲市北只1086番地j

[イベントJ

大関p)I30周年罰念特別講漉
「太陽系の惑星を探検しよう!J 

講師宇宙航空研究開発機構助教授 山川宏氏

※事前申し込みによる整理券が必要です。

責特別農示

「日木のロケット・人工衛星J

女展示コーナー

大川|警察者や大洲河川国道事務所等の資料展示のほか、陶芸や写真などの作品展示 1

'*パフォーマンスコーナー

合唱聞やマジツクショーなど。

大体験コー γ ー

肱川のftJ、や微生物の観察、人工衛Eを使った電話体験、茶道体験、星座観察ほか

【送迎]J R大洲男児と青年の家との間に無料パスを運行します。ご利用くださいo

fお開い合わせ・申し込み先]国立大洲青年の家(愈24-5175)まで。
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一
私
た
ち
が
こ
う
し
て
干
凡
に
暮

圃
ら
し
て
い
る
今
で
も
山
界
各
地
で

戦
争
が
あ
り
、
そ
れ
に
お
び
え
て

一
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん

E

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
イ
ラ
ク
の

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
口
分
の
千
ど
も
を
が
れ
き
の
中

一
か
ら
必
死
で
さ
が
し
て
い
る
人
。

一
手
足
が
爆
弾
で
吹
っ
飛
ん
で
じ
ま
っ

一
た
人
。
厳
し
い
戦
品
の
中
で
、
私

た
ち
に
何
か
を
訴
え
る
よ
う
な
瞳

圃
で
カ
メ
ラ
を
見
つ
め
て
い
る
子
ど

一
も
た
ち
。
そ
の
よ
う
な
光
景
を
目

一
に
し
な
い

U
が
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。

一
私
は
こ
の
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

一
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
で
す
。

一
私
は
、
少
し
前
に
「
テ
ィ
ア

l

一
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
サ
ン
」
と
い
う

一
戦
争
映
両
を
見
ま
し
た
。
こ
の
眼

一
一
両
は
、
内
戦
下
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

一
を
葬
台
に
、
軍
の
命
令
に
背
き
命

一
令
違
反
を
犯
し
な
が
ら
も
戦
っ
た

ア
メ
リ
カ
軍
の
一
人
の
川
性
の
勇

一
気
を
描
い
た
も
の
で
、
戦
争
の
恐

一
怖
や
悲
惨
さ
と
い
う
も
の
が
リ
ア

ル
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
円

分
が
、
戦
地
に
い
る
よ
う
な
感
じ

仁
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め

て
戦
争
の
恐
ろ
し
き
を
嘩
己
ま
し
た
υ

実
際
、
食
べ
る
物
も
な
く
た
だ
敵
か

ら
逃
げ
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
必
死

な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
毎
日

死
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
暮
ら
し
、

捕
ま
れ
ば
人
で
は
な
く
お
も
ち
ゃ
の
よ

う
に
扱
わ
れ
、
殺
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
も
絶
え
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
る
の
で
す
。

戦
争
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て

み
て
、
や
っ
ぱ
り
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

夜
寝
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
次
の

H

朝
が
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
初
学
校
へ
行
く
と
き
、
二
民

と
家
に
帰
っ
て
こ
れ
な
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
夕
方
別
れ
た
友
達
と
、
川
日
会

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
こ
ど

も
あ
り
ま
せ
ん
c

こ
れ
が
戦
地
で
あ
れ

ば
、
毎
日
そ
ん
な
こ
と
に
お
び
え
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

今
こ
こ
で
、
不
安
な
く
泣
ら
せ
る
日

本
に
い
る
こ
と
は
、
な
ん
て
キ
せ
な
-
」

と
な
ん
で
し
ょ
う
。

し
か

L
、
日
本
で
も
い
つ
何
が
起
三

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
阿
国
で
も
大
き

な
地
震
が
来
る
と
一
一
二
口
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
何
事
も
な
く
日
が
止
め
る
保
証
は
ど
る
人
や
、
私
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
誘

こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
学
校
導
し
て
く
れ
る
人
の
お
か
げ
で
す
。

の
中
や
琶
ド
校
に
も
い
ろ
ん
な
事
件
が

-
U平
せ
そ
う
に
見
え
る
日
本
で
も
、

起
こ
っ
て
い
ま
す
c

明
日
も
元
気
で
会
自
殺
を
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
ー

え
る
と
い
う
の
は
、
本
当
は
と
て
も
幸
リ
ス
ト
ラ
や
い
じ
め
な
ど
、
理
由
は
い

せ

な

こ

と

な

の

で

す

。

ろ

い

ろ

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

で

も

私
た
ち
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
守
ら
れ
世
界
に
は
生
き
た
く
て
も
吐
》
さ
る
こ
と

で
生
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
何
日
た
が
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
お
母
さ
ん
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
ま
だ
性
き
ら
れ
る

の
な
ら
生
き
て
ほ
し
い
と
回
ゃ
い
ま
す
。

平
和
で
豊
か
な
日
本
な
の
に
、
ど
う
し

て
人
は
死
を
遊
ん
で
し
ま
、
つ
の
で
し
ょ

う
か
。

が
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
お
は
3
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
ま
で

に
も
、
農
家
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
た
く

さ
ん
の
人
々
の
手
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

学
校
へ
行
く
と
き
や
家
に
帰
る
と
き
安

全
な
の
は
、
信
号
が
あ
っ
た
り
、
歩
道

を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
汽
車
に
乗
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
信
号
や
道
路
を
作
っ
て
く
れ

自
殺
を
し
た
人
や
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
人
の
、
死
に
た
い
と
里
ろ
は
ど
の

つ
ら
さ
や
本
当
の
苦
し
み
空

L
み
は
、

私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
思
う

の
は
、
日
本
人
は
お
金
ゃ
ん
艮
べ
物
に
つ

い
て
は
豊
か
で
因
る
こ
と
は
な
い
け
れ

ど
、
そ
の
分
心
が
豊
か
で
な
い
と
い
う

こ
と
で
寸
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
難
民
の

よ
う
に
、
生
き
る
こ
と
に
必
死
に
な
ら

な
い
か
ら
、
自
分
の
命
を
簡
単
に
捨
て

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
に
は
、
一
日
一
一
討
を
生
き
延
び

て
い
く
の
に
精
一
杯
の
人
々
が
大
勢
い

る
と
思
う
と
、
私
が
抱
え
る
悩
み
や
不

安
な
ど
が
、
と
て
も
小
さ
い
も
の
に
思

え
て
き
ま
し
た
。
生
き
る
こ
と
、
一

食
べ
る
と
と
、
学
校
へ
行
け
る
こ
一

と
、
帰
る
家
が
あ
る
こ
と
、
す
ぺ
一

て
が
私
た
ち
に
と
っ
て
あ
た
り
主
一

え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
幸
せ
に
一

思

え

ま

す

。

一

私
た
ち
の
幸
せ
を
支
え
て
く
れ
一

る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
に
感
謝
し
一

ま
す
。
自
分
が
今
こ
こ
に
い
る
と
一

い
う
幸
せ
に
気
が
り
け
ば
、
も
っ
一

と
臼
分
を
大
切
に
し
、
円
ら
死
を
一

選
ぶ
こ
と
も
な
く
な
る
の
で
は
な
固

い

で

し

ょ

う

か

。

一

す
べ
で
の
人
に
、
今
自
分
が
ζ

一

こ
に
い
る
と
い
う
幸
什
一
や
一
感
じ
て
一

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
一

も
、
今
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
一

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
一

つ
ら
い
こ
と
も
嫌
な
こ
と
も
た
く
一

主
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
一

は
、
い
る
ん
な
人
に
守
ら
れ
て
年
一

き
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
今
一

こ
こ
に
い
る
こ
と
が
幸
せ
な
ん
だ
一

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ゐ
よ
う
に
一

な
り
た
い
と
岡
山
い
ま
す
。
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匝E
E-
圏
直
H
柴
小
学
校

H

す
ず
虫
の
た
ま
ご
に
そ
っ
と
水
か
け
る

一

一

年

大

野

奈

津

美

赤
と
ん
ほ
な
ぜ
赤
い
の
よ
タ
や
け
色

一

一

年

巾

嶋

車

梨

沙

お
さ
え
て
も
ド
ア
が
し
ま
る
よ
台
風
だ

二

一

年

合

田

貴

司

せ
ん
ぷ
、
っ
き
出
番
が
な
く
な
り
す
み
つ

こ

へ

凶

年

同

崎

誠

台
風
で
海
が
大
あ
れ
流
さ
れ
た

四

年

竹

村

玲

一

赤
と
ん
ぼ
タ
H
に
照
ら
さ
れ
遊
ん
で
る

六

年

上

回

期

大

す
す
き
の
ほ
手
招
き
を
し
て
呼
ん
で
い

る

六

年

大

野

初

美

台
風
で
ヘ
ピ
も
た
〈
さ
ん
ひ
な
ん
し
た

六

年

大

野

根

太

t設

2

i晶
a
i

櫛
生
の
兵
頭
尚
さ
ん
よ
り
い
た
だ
い

た
俳
句
を
ご
紹
介
じ
ま
す
。術

も
無
し

J孟荒
暑狂
σ〉ニ)
干支ペラ
J、
1-1 

ヵ、 j虫L
-9-σコ
か力1

聞
は)

虫
の
戸

櫛
生
の
渡
遺
仁
之
助
さ
ん
よ
り
い
た

だ
い
た
「
櫛
生
綱
掛
岩
の
由
来
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
櫛
生
綱
掛
岩
の
由
来
」

今
か
ら
一
千
二
百
六
十
四
年
前
の
天

平
十
二
年
九
月
(
新
暦
ト
月
)
の
戎
円
、

藤
原
広
嗣
は
君
側
を
清
め
ん
と
し
て
、

筑
前
(
福
凶
日
北
西
部
」
に
兵
を
挙
げ
、

西
海
の
諸
国
之
に
応
じ
た
。
そ
の
時
朝

住
に
於
て
は
、
大
野
来
人
と
い
う
一
宗
傑

を
征
夷
大
将
平
に
任
じ
、
諸
道
の
兵
一

万
七
千
を
も
っ
て
之
を
討
た
し
め
た
。

そ
の
時
伊
予
の
国
主
越
智
孟
澄
も
ぶ
単

を
率
い
て
加
わ
り
、
多
数
の
兵
が
船
に

乗
り
出
陣
し
た
。
そ
の
途
中
大
き
な
時

化
に
山
合
い
、
櫛
牛
一
の
浜
辺
に
避
難
し

滞
留
し
た
。
そ
の
時
船
の
舶
綱
、
を
投
げ

か
け
た
岩
を
、
ム
7

も
細
掛
山
石
と
伝
称
し

て
い
る
。
-
櫛
生
二
戸
川
神
社
同
米
記
」
に
よ
る

と
、
こ
の
綱
掛
告
の
あ
る
竿
突
浦
(
ム
ー

の
ソ
ウ
ヅ
油
)
に
、
上
陸
し
た
畦
刊
長

澄
ら
は
、
三
ツ
石
(
今
の
出
雲
の
地
)

浦
を
見
定
め
、
党
(
所
へ
小
耐
を
建
て
ら

れ
て
、
海
路
の
平
安
と
武
運
を
御
祈
願

さ
れ
、
や
が
て
無
事
に
帰
陣
の
際
再
び

こ
の
地
に
烹
ち
寄
り
、
指
櫛
生
三
f

心

大
峯
)
に
帽
を
建
て
給
ふ
と
あ
る
。

さ
て
伊
間
大
三
島
の
国
幣
大
村
大
山

砥
神
社
の
社
殿
も
、
越
智
王
泣
が
大
宝

午
間
(
西
肝
七
一
山
一
年
)
よ
り
勅
款
を

経
て
、
十
五
年
間
か
か
っ
て
造
営
さ
れ

た
こ
と
な
ど
想
う
時
、
越
智
玉
澄
が
白

す

山

f

〉
二
と

己
の
氏
神
で
あ
る
大
山
瓢
命
を
、
ゆ
か

ま
つ

り
の
櫛
生
滞
在
中
に
記
ら
れ
た
こ
と
は
、

主
原
当
然
の
事
と
推
察
せ
ら
れ
、
こ
れ

が
櫛
生
一
A

一
島
神
社
の
発
祥
と
な
る
。

(
制
掛
岩
の
小
鳥
居
と
小
川
の
奉
間
住

立
は
、
昭
和
四
十
七
年
(
一
一
一
十
二
年
前
)

に
淀
遅
の
奉
仕
。
ま
た
一
正
直
縄
作
り
や

掛
け
替
え
は
、
年
々
櫛
生
老
人
会
と
櫛

生
会
の
共
同
奉
仕
。
)

保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
会
長
浜
支

部
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
子
育
て
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
「
お
茶
会
」

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

八
月
二
十
八
日
(
土
)
午
後
一
時
半

か
ら
、
ふ
れ
あ
い
会
館
和
室

μ
お
い
て

第
十
六
回
「
子
供
と
お
茶
会
」
を
出
山
惜

し
ま
し
た
。
七
円
か
ら
の
二
カ
月
問
、

毎
週
土
曜
日
に
練
習
を
重
ね
、
伝
統
文

化
の
伝
承
と
本
物
に
触
れ
、
持
ち
運
び
、

礼
佐
作
法
を
学
び
、
春
物
の
着
付
け
、

歩
き
方
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
な
ど
、
女

性
と
し
て
学
ん
で
お
き
た
い
大
切
な
こ

と
を
体
験
学
習
し
、
夏
休
み
の
官
一
信
一
な

思
い
出
作
り
を
し
ま
し
た
L

地
域
の
方
々
、
家
族
、
友
人
、
知
人

手
た
く
ぎ
ん
の
人
た
ち
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
く
触
れ
合
い
和
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ド.w
正ヨ

行政相談崩開設のお知bせ

下記のとおり行政相談所を開設いた

します。相談は無料で、秘密は固く守

られます。

{自時]平成16年10月22日(金)

午前 9時~午後 3時

[場所1長浜町保健センタ-

E行政相談委員]t1J F一仁

[相談伊1]]道路、交通安全、登記、郵

便、消量生活、社会福祉、公害、行政

サービス改善!こ関する意見@要望などc

Eお問い合わ世先]技場総務課(宮52-

1111 <内線17>園 (宥)2021)宮で。

措トす凋

日墨画監

秋の生i孟文化祭にもお茶のお接待がありますので、
ぜひご来場ください。
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名
作
、
が

り

ー
白
滝
う
ら
盆
ま
つ
り

1

八
月
二
十
一
日
、
白
滝
駅
前
広
場
圃

尚
庖
街
を
中
心
に
、
恒
例
の
白
滝
、
つ
ら

孟
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

駅
前
広
場
で
は
、
初
盆
考
の
慰
霊
祭

が
執
り
行
わ
れ
た
ほ
か
、
盆
踊
り
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
商
市
白
を
中
心
に
各
家
庭
や

グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
「
造
り
物
L

も

展
示
さ
れ
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん
だ
作
品
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
名
作
が
来
場
者
の
目

を
ひ
い
て
い
た
υ

子供の部で金賞を収めた白滝保育所の造り物

「うちゅうからコンニチハ」

市
町
村
合
併
に
む
け
で

ー
女
性
の
つ
ど
い
開
催
i

町
内
の
交
性
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

k
性
の
地
位
向
上
と
楽
し
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
円
指
そ
う
と
、
九
月
十
+

目
、
第
六
団
長
浜
町
女
性
の
つ
ど
い

(
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
)
が
町

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
会
員
ら
約
一
二
百

七
十
人
が
参
加
し
た
の

会
で
は
、
河
川
町
長
が
「
市
町
村
介

併
に
む
け
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

「
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
行
政
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
分
た
ち

の
身
近
な
地
域
や
集
弘
、
団
体
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
自
治
会

設
立
に
向
け
た
理
解
を
求
め
た
。

町長の講演を聞く参加者ら

講
演
後
は
、
刊
八
日
場
外
馬
券
発
売
所

設
置
や
今
回
の
台
風
に
よ
る
防
災
対
策

の
あ
り
方
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
も
行

つ
れ
た
。

い
つ
ま

元
気
で

ー
男
女
最
高
齢
者
を
訪
問
j

敬
老
の

R
-
老
人
保
健
福
祉
週
間
行

ポ
の
一
環
と

L
て
、
九
月
十
四
日
、
回

旧
同
長
と
美
野
社
会
福
祉
協
議
会
長
が

町
内
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
峠
高
齢
者
を

訪
問
し
長
寿
を
祝
っ
た
。

男
性
の
最
高
齢
者
は
、
柴
の
山
城
敏

子
主
ん
で
明
治
三
十
三
汗
一
月
生
ま
れ

の
臼
四
歳
、
女
性
で
は
、
櫛
生
の
川
旧

ミ
サ
ヱ
さ
ん
で
明
治
三
十
五
年
七
月
生町長から祝ぃ品を受け取る川田ミサヱさん

ま
れ
の
で
円
一
一
歳
で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
長
か

h
♂
は
健
康
枕
と
枕
カ
バ
ー
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
長
か
ら
は
快
パ
ッ
ト
の
祝
い

品
が
昆
ら
れ
た
c

お
一
一
人
と
も
「
何
で
も
好
き
嫌
い
な

く
よ
く
食
べ
る
こ
と
」
が
長
持
の
秘
訣

と
の
こ
と
。

町
内
で
は
、
九
月
末
日
現
在
、
し
八
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
三
千
一
山
四
十
九

人
で
、
う
ち
一
山
歳
以
上
の
長
寿
者
は
四

人
と
な
っ
て
い
る
。

社会福祉協議会長から祝い品を受け取る山城敏幸さん

親
子

融
れ
合
い
を

ー
幼
児
ま
つ
り
開
催
1

九
月
十
五
日
、
長
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
、
幼
児
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

町
内
の
慌
育
所
・
幼
稚
園
児
と
保
護
者

ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
た
c

一
一
十
三
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
親

子
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
続
く
自
由
あ
そ
び
の
時

間
で
は
、
遊
H
一
一
遊
び
ゃ
迷
開
コ
ー
ナ
ー

で
友
達
と
仲
良
く
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
屋
外
で
は
、
ボ
1
ル
プ
l
ル
や

動
物
コ
ー
ナ
ー
で
か
わ
い
い
丈
た
ち
と

触
れ
合
う
ほ
ほ
え
ま
し
い
た
景
も
見
ら

れ
た
一
)
最
後
に
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
演
奏
や
保

護
者
に
よ
る
寸
劇
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
ら
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た

-12-

ぬり絵をして遊ぶ子どもたち



しんたろう

淵上真大朗ちゃん(今坊)
~民謡コンクール愛媛県大会~

平成15年10月15日生きれ

相
父
の
名
前
の
一
文
字
を
も
ら
一

い
、
真
大
朗
と
名
付
け
ま
し
た
c

字
の
ご
と
く
大
き
く
点
っ
す
ぐ
、
一

そ
し
て
朗
ら
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
一

と
恕
い
ま
す
一
い

父
H
健
千
三
」
ん
一

時
日
静
香
さ
ん
一

題右
7ヒ九めち伏ν飼いiよザ気まはきμ

~3 
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総合優勝された武内清己さん

8月22U、世山市で第32回選問民謡コンクール号媛県大会(愛授民謡品韓協

会主催)が開催されました。県下の民謡グループから選抜された107人が参加

して審杢が行われた結果、沖浦の武内清己さん(受媛民謡同好含J是教室所!rcf.;) 

が、見事総介優勝を収められました

バレーボールなど優勝

~スポレク郡大会"""! 

【'"レー女子一部】優勝…C長浜
[パレー女子二部]優勝…O今坊
[バドえントシ女子]優勝…長i~~体協

〔卓1求男子]優勝一育長浜体協A

〔ソフトテニス]優勝…長浜体協A

〔クロッケー(一般)]準信勝…黒田B

{クロッケー(グランドシェア)) 

準優勝..・大和

8}j 22日、肱川町をt会場に愛媛ス

ポレク祭2004菩多郡大会が閣催された》

なお、主な結果は次のとおり

(0は八幡浜地ん大会出場チーム、

古は県大会出場チーム)

【バレー男子]準優勝…大和

補 4の鞍 ~あお誌苦言せんが!~
国際空手道中正会拍長浜道場では、空手を過して、子どもたち
の協調牲と健全育成を図りながら大人もいっしょに心身両面にわ
たり鍛錬しています。見学のみでも結構ですので、興味のある方
はお気軽にお越しください。
【団体名〕国際空手道中元会館長浜道場
【練習日〕毎週水曜日午後 7 時~(拘 2 時間)
[練習場所]長浜中学校体古臆
日旨導者]師範木下雄:

(八幡浜市)
【対象者]小学生以上(小
学生については保護者の送
迎が必要です。)
[連絡先]会費など詳しく
は、稲田達也(告090-5912-
3577 く19:00~21:00の間に> ) 
まで。

長浜道場の皆さん



2004 10月15日.....， 11月14日

毛主~~<I)/.クルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

有害ごみ収集日

15 金 基本健診、胃がん ・大腸 豊茂公民館 8:30-11:00 
がん・腹部超音波検診

18 月
基本健診、胃がん・大腸

出海公民館 8:30-11 :00 
がん ・腹部超音波検診

19 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 
びん・缶収集日

20 水 町長杯ゲートポール大会 晴海ふれあいパ-'7
社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 
組大ごみ収集日

22 金
行政相談所開設 イ呆健センター 9:00-15:00 
離乳食講習 保健センター 10:00-12:30 
ポリオ生ワクチン投与 保健センター 13:00-13:15 

24 日
第5団長浜町生涯学習

町体育館 13:00-
のまちづくり推進大会

26 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

27 7)< 
ベッ トボトル・発泡ス

チロール収集日

30 土
第31団長浜町生活ぇ ふれ あい会
化祭-31日まで 館ほか

11/2 火 不用犬・ 不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 
3 水 ぴん ・缶収集日
5 金 古紙・紙パック収集日

7 日
愛媛スポーツレクリェー

松山市 8:30-
ション祭2004

9 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 
ペッ トボトル・発泡ス

10 水 チロール収集日
町内音楽発表会 柴小学校 9・00-
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 

11 木 育児サークル・育児相談 保健センター 10・00-11:30
1j歳6カ月・ 3歳児健診 保健センター 13:00-13・30

12 金 燃やさないごみ収集日
第10団長浜町健康フ工 柴小・柴公 9・30-15・40

14 日
スティパル 民館

第四団長浜駅伝競走 町内 9:30-14:30 
大会

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

8
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

戒

i零主

秀
彦

中
野

J 11 

f主 8 生F

所員マ
氏23や
名長み

?E
IU作

亡
日寺
年
歯令

長

浜

黒

田
長

浜

白

滝

今

坊

上
老
松

長

浜

出

海

地内

雄

(
五
五
)

健

(
五
五
)

里

江

(六
四
)

敬

介

(七
四
)

ト
メ
コ
(
八
七
)

義

章

(

八

二

キ
ヨ
カ

(九
二
)

幹

夫

(七
九
)

菊井叶桐大石井門

田塚丸上川

手口

三暑が過ぎると秋。天高く 、月よし、虫よし、秋草よし、

そして晩秋の紅葉よし。秋は清朗な一面、ものさびしい季

節でもある。実りの季節、収穫の季節でもある。立秋から

立冬の前日までの90日の3カ月。三秋とは初秋、中秋、晩

秋をいう。秋といえば「虫の声j。鳴くのは雄ばかりで、
まえばね

2枚の前麹を激しく こすり合わせて音を出す。「行水の捨
おにつら

て所なし虫の声」鬼貫、「虫鳴くや河内通ひの小提灯」蕪
め

村の句が浮かぶ。平安時代の殿上人に始まる「虫の声を愛

でる」みやびな習わしは、江戸時代には一般庶民まで、広がっ

た。虫の名所を訪れて声を聞きわけ、また虫を持ち寄って

鳴き声を競いあった。鳴く虫を題材として歌合わせも盛ん

に行われ、日本独特の文化を育んできた。スズムシやコオ

ロギは、普通、夜になって鳴くのだが、虫かごに入れると、

光の具合が夜の草むらの中のようにでもなるので鳴くのだ

ろう。「チョンギース」と鳴くキリギリス。「ヵーチャガチャ」

と鳴くクツワムシは、子どもたちは野原に行って自分で、捕っ

てくるものである。人家の近くで鳴く虫としては、ほかに

エンマコオロギやカネタタキなどがいる。これらは、家の

中にいて自然に聞ける。けれども欧米では美しい虫は、ほ

とんどいないといってよいぐらい。従って虫の声を聞く文

化は育っていなし、。それに反して日本では、少なくとも平

安時代から「虫の声jを楽しむことが行われてきた。秋に

なると殿上人は嵯峨野のあたりで遊び、虫を捕らえ篭に入

れて飼った。宮中にも献上したという記録がある。そのこ

ろから「虫撰みJという言葉があった。虫を飼い、その声
を楽しむことが一般民衆の聞に広まったのは、江戸時代に

なってからのようである。そして商売として虫が売られる

ようになったのは、寛政年間という。朝顔 ・金魚 ・虫と昔

の日本人は風流そのもの。今の日本人には当時に劣らぬ風

流にしたり、日本全国に風流のうるおいに満ちた文化を育

うるおいある国民性を培うことは誇らしい。

柴長豊柴沖沖今沖白 長

浦浦坊浦滝浜

山 隠吉田鎌山桐久平池

下岐本淵 田田田保田 田

定

夫

(

七

八
)

美
佐
子
(
六
八
)

康
子
(
七
O
)

信

枝

(八
九
)

峯
三
郎

(八
四
)

ム
メ
カ

(九
七
)

大
治
郎
(
九

二

ヨ
シ
ヱ

(
九
五
)

龍

法

(

八

O
)

イ
ソ
ミ

(八
二
)

浜茂
表
紙
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

幼
児
ま

つ
り
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
親
子

で
触
れ
合
う
姿
や
友
達
と
無
邪
気
に
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
何
か

ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
子
ど
も
を
巻
き

込
ん
だ
事
件
や
幼
児
虐
待
の
ニ
ュ

ー
ス
が

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

純
粋
な
心
と
澄
ん
だ
瞳
を
持

っ
た
日
本

中
の
子
ど
も
た
ち
が
、
も
っ
と
幸
せ
で
安

全
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
の
は
、
私
た

ち
親
で
あ
り
大
人
の
務
め
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

(

さ

)

て、

人口・世帯数のうごき

8月 末現在 前月との比較

9，152人 28人減

人口 (男 4，312人) (男16人減 )
女 4，840人 女12人減

世帯数 3，563世 帯 8世帯減
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